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岡谷市
産業振興部商業観光課




[bookmark: _GoBack]１．申請の流れ
①身分証明書（※）・会社概要・出店計画書（添付資料自由）・誓約書・納税証明書の提出
※個人事業主にあっては住民票または身分証明書の写し、法人にあっては登記簿の写し
②岡谷市・イルフプラザ店舗会との面談
③イルフプラザ店舗会・地権者店会・管理組合事務局の意見聴取（※面談含む）
④岡谷市による審査
⑤使用許可申請書の提出

２．使用許可条件
①使用者は、善良な管理者の注意をもって財産の維持保全をし、財産を許可した目的以外の用に供しないこと。
②使用者は、あらかじめ承認を受けたとき以外、財産について形質の変改をしてはならない。
③使用者は、財産を第三者に使用させてはならない。
④使用者は、毎月発行する納付書により当月分を当月の１５日（納期限）までに使用料を支払うものとし、また、毎月発行する請求書により当月分共益費を翌月の末日（納期限）までに支払うものとする。ただし、市長が別に定める場合はこの限りでない。
⑤岡谷市が公用若しくは公共用に供するため、上記財産を必要とするとき、また、使用者が許可条件に違反したとき、又は使用料若しくは共益費の支払いが３月滞ったときは、使用許可の全部若しくは一部を取り消し、又は使用料等の許可条件を変更することができる。この場合損失が生じても市はこれを補償しない。
⑥使用者は、使用期間が満了したとき、また許可条件(5)により使用許可を取り消されたときは、その負担により直ちに財産を原状に回復しなければならない。ただし、市長が特に必要と認めた場合は原状に回復しないことができる。
⑦使用者は、その責に帰する事由により財産の全部又は一部を滅失又はき損したとき、その他許可条件に違反したため岡谷市に損害を及ぼしたときは、その損害を賠償しなければならない。
⑧使用者は、財産の使用に必要な経費をすべて負担し、財産について支出した有益費、必要費、その他の費用を請求することができない。
⑨使用者は、使用する床に付帯する什器等設備の維持管理に要する経費を負担するものとする。
⑩施設の維持管理に必要な修繕又は工事により、休館又は休業となる期間については、休業補償等の対象としない。ただし、使用料については別途協議するものとする。
⑪岡谷市は、財産について随時その使用状況を実地において調査することができる。この場合において使用者はこれに協力しなければならない。
⑫岡谷市は、岡谷市暴力団排除条例（平成24年岡谷市条例第16号）第7条第2項の規定により、使用者が暴力団の活動を助長し、又はその運営に資すると認めたときは、上記財産の使用許可を取り消すことができる。

３．審査に関する事項
新規テナント申請者の決定にあたっては、以下の審査基準に従い、公平かつ客観的に評価を行う。
　なお、ひとつの区画に対し複数の申請者があった場合については、評価点が最も高い申請者を行政財産使用許可決定の候補対象者として決定する。

【審査基準】
下表の配点を基準とした減点方式により、評価点を決定する。
	評価項目
	配点

	①　イルフプラザへの適合性
	１０点

	②　集客力・発信力
	１０点

	③　事業の継続性・発展性
	１０点

	④　イルフプラザ店舗会への親和性
	１０点

	⑤　安全・安心な事業展開
	１０点

	合　計
	５０点



①イルフプラザへの適合性〔１０点〕
イルフプラザ管理規約に則し、ハード面（物件の位置・設備等）、ソフト面（事業内容・営業時間等）の双方からイルフプラザに適合しうる店舗である。また、岡谷市の公共施設であるという点を十分認識し、中心市街地の活性化及びにぎわいの創出に寄与することができる店舗である。
②集客力・発信力〔１０点〕
市内外から多くの人が訪れたくなるような店舗としての魅力があり、SNS等を活用した発信意欲の促進が期待できる店舗である。
③事業の継続性・発展性〔１０点〕
長期的な事業継続が可能であり、さらなる発展へ向けた意欲が十分にある店舗である。 
④イルフプラザ店舗会への親和性〔１０点〕
イルフプラザ店舗会の活動に積極的に参加することができ、ビル全体の活性化に寄与する意欲が十分にある店舗である。
⑤安全・安心な事業展開〔１０点〕
有事の際の対応をはじめ、安全面に考慮した店舗運営や施設の維持管理を行うことができる店舗である。

【審査結果の通知】
①審査結果は、決定後速やかに全ての事業者に通知する。
②行政財産使用許可決定の候補対象者に選定されなかった事業者は、選定結果の通知を受けた日の翌日から起算して７日（休日等を除く。）以内に、理由について書面により説明を求めることができる。この場合、説明を求めることができる期間の末日の翌日から起算して原則として１０日（休日等を除く。）以内に書面等により回答する。理由の説明については、原則として事業者の評価項目別の点数を示す。

４．その他
・敷地内で発生した事故・盗難等については、市は一切責任を負わない。
・イルフプラザ管理組合　管理規約及び関係法令を遵守すること。
・イルフプラザ店舗会に加入し、活動に参加すること。
・使用許可期間は1年度毎とし、申請手続きは毎年行うこと。
・月ごとの売上目標及び売上額を報告すること。
・営業時間　午前10時～午後7時（イベント等により変更することもあり）
・イルフプラザ休館日　第2火曜日
・従業員の通勤用の車は、立体駐車場（月額３，１５０円／台）へ駐車するものとする（平面駐車場の利用は禁止する）。
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